




















Parallel and Concurrent Algorithms 







































 第 1 章「序論」では，本論文における研究背景・目的を述べ，提案する探索手
法の位置付けを明らかにしている．  
 





















 提案手法を AND/OR 木の典型的な例である詰将棋問題の求解に適用し， 4 つの
AMD DualCore Opteron プロセッサを接続した 8 プロセッサの主記憶共有型マルチ
プロセッサシステム上で評価を行った結果，詰将棋問題 200 題に対し，従来の評
価値の高い節点からのみ探索する逐次アルゴリズムに対して，最高で 264 倍，平
均で 6.34 倍の高速実行を可能とすることを示している．  
 

















している．提案手法を ARM コアを 4 コア集積し主メモリ 256MB を搭載した組込
用マルチコアプロセッサシステムである NEC NaviEngine 上での 100 例の詰将棋の






















な並行探索を実現している．提案手法を AMD Opteron プロセッサ上での 385 問の
詰将棋の求解に適用した結果，評価値の高い節点からのみ探索する従来手法と比














2009 年１月  
 
審査員  
(主査 )早稲田大学教授   工学博士 (早稲田大学 )                笠原博徳  
早稲田大学教授   工学博士 (早稲田大学 )Ph .D . (Stanford 大学 )  松山泰男  
早稲田大学教授   工学博士 (早稲田大学 )                  小林哲則  
早稲田大学准教授  博士 (工学 )早稲田大学                   木村啓二  
 3
